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 さいたま市下水道施設における官民連携事業にかかる質問及び回答

レベル3.5、更新支援型で進めていく予定ですが、外部有識者の意見やＶ
ＦＭ等も参考に検討し、令和７年度上半期に予定している庁内会議等に
諮ってまいります。（第２回説明会資料Ｐ13）
また、入札条件の検討につきましては、現時点では検討しておりませ
ん。今後、要求水準書と併せて検討してまいりますので、その際にご意
見を伺いたいと思います。（ＱＡ12）

導入スケジュール（案）に変更はありません。（第２回説明会資料Ｐ
39）

事業規模
について

官民連携
事業の導入
について

53
導入スケジュール（案）（Ｒ８入札公告、Ｒ９契
約）に変更はありませんでしょうか。

55-1

現時点で示されている内容や説明に対して、方針
転換や大きな変更などは今後あり得るのでしょう
か。
例１：更新支援型で検討しているが、更新実施型
になる
例２：レベル3.5ではなくなる
例３：主任技術者に特定の資格を有することを定
める
例４：地元企業ではない又は地元企業が関わらな
い契約になる

55-2

更新支援型で進めていく旨の説明がありました
が、その方向性は変わっていないでしょうか。今
後、更新実施型になる可能性はあるのでしょう
か。

55-3
事業者に必要な要件、市内本店等の地元企業の参
画の有無について教えてください。

54-2
最終的な事業範囲（対象エリア、対象範囲）の決
定時期と周知方法について教えてください。

54-3
実施する範囲の詳細を、具体的に教えてくださ
い。

最終的な事業範囲（事業スキーム）につきましては、令和７年度上半期
に予定している庁内会議等で審査を行い、議会報告を行った後に、第３
回民間市場調査の際やホームページ等でお知らせする予定です。（第２
回説明会資料Ｐ39）

分類等 番号 質問 回答

52 現状で考えられる問題点等はありますか。
来年度以降に予定している要求水準やリスク分担等の検討が課題である
と考えています。

54-1
事業スキーム（案）が示されていると理解してい
ます。それぞれの決定していることや決定時期に
ついて、改めて教えてください。
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分類等 番号 質問 回答

61

企業体の構成について検討が進んでいない状態で
あるため、実施設計を含めるか含めないかのアン
ケートは答えづらいのですが、現時点における１
事業者としての回答ということでよろしいでしょ
うか。

アンケート結果では実施設計を含めるとの回答が多く占めております。
一方で、実施設計を含めるか含めないかは、更新工事を実施する事業者
様にとって大きな判断材料になると考えることから、事業者様ごとの現
時点でのご意見を伺いたいと考えています。

事業規模
について

60
市が導入している既存の管路台帳システムにおい
て、これまでの維持管理データはどのように管理
されているのでしょうか。

管路施設台帳はＧＩＳを基盤としたデータベースシステムで管理してお
り、調査、改築情報といった一部の維持管理情報の登録を行っていま
す。また、住民からの要望等や要望等に対する対応(維持管理）ついて
も、データベースで管理できるよう、システム改修を行っているところ
です。

ウォーターＰＰＰ導入後、ストックマネジメント
計画のとりまとめは、ウォーターＰＰＰとは別途
業務委託等で実施するという理解でよろしいで
しょうか。

はい、ご認識のとおりです。

59

対象業務に「下水道管路台帳システムへのデータ
入力（維持管理情報）」がありますが、ウォー
ターＰＰＰ導入後の方向性もしくは具体な内容が
分かれば教えてください。

市が導入している既存システムの使用を想定していますが、詳細につい
ては、今後検討してまいります。（ＱＡ20）

56

南部処理区を含む荒川左岸南部流域について、近
年、住民からの要望等は発生しているのでしょう
か。発生している場合、年間で何件程度発生して
いるのでしょうか。

南北建設事務所の管路施設を管理している部署での受付件数ですが、全
市域で、年間約1,800件の要望等があります。要望内容といたしまして
は、主に下水道管の詰まりや、マンホール蓋のガタツキ、草刈り等で
す。なお、同部署では、一般会計で管理している水路も管理しており、
その受付件数も含みます。一般会計で管理している施設については、事
業の対象施設としては考えておりません。（ＱＡ６）

57

本事業の調査により緊急度が高い管路施設が発見
された場合に、その対応（修繕対応もしくは改築
対応するための設計等）までを本事業に含めるこ
とは想定されているでしょうか

①ウォーターＰＰＰは「修繕」を含むこととなっている
②前回のアンケート結果から「修繕は含む」との回答が70％を超えてい
る（第２回説明会資料Ｐ22）
以上より、修繕は含むことを考えています。
なお、改築対応するための設計（実施設計）につきましては、事業に含
めるかどうか、再度、ご意見を伺います。（第２回説明会資料Ｐ30,31）

58
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分類等 番号 質問 回答

プロフィット
シェア

について

その他
ＣＭを含めない更新支援型であっても、ウォーターＰＰＰの要件となり
ます。

63

その場合、プロフィットは出にくいと思われるの
ですが、プロフィットシェアの考え方の設定され
行えば、ウォーターＰＰＰの要件としては満たさ
れることになるのでしょうか。

プロフィットシェアの発動は要件ではなく、仕組みを導入することが要
件であるため、ご認識の通りです。

64 統括管理費についての考え方を教えてください。 今後、検討します。

65
ＣＭを含めない更新支援型であっても、ウォー
ターＰＰＰの要件になるのでしょうか。

62

コスト縮減の技術提案を行った内容で受注した場
合に、プロフィットシェアはその提案した条件で
の金額からの縮減分に対しての適用となると理解
していますが、その理解で正しいでしょうか。

はい、ご認識のとおりです。
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